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0. はじめに 
 イタリア語には助動詞選択現象がある。そのため複合時制をつくる際には、助動詞 essere
「である(be)」(以下 ESSERE とする)と助動詞 avere「持つ(have)」(以下 AVERE とする)の
いずれかが選択される。従属動詞1を伴う複合過去の場合、基本的に本動詞の要求する助動
詞が選択されるが、ESSERE から AVERE への助動詞交替も可能である。本稿では、従属
動詞を伴う複合時制において用いられる助動詞、特に本来ならば助動詞 ESSERE をとる動
詞が AVERE を選択する場合について、コーパス調査を通して更なる調査を進めることを
目的とする。なお、本文中の例文番号、グロス、下線、囲み線、日本語訳、英訳は特に断
りのない限り筆者によるものである。 
 
＜従属動詞＞ 
 坂本(1979: 192)は、イタリア語の従属動詞とは次に動詞不定形を従える動詞のことを指
し、dovere「～しなければならない・～するに違いない(must)」、potere「～できる・～かも
しれない(can)」、volere「～したい(want)」の 3 つの動詞を挙げている。 
従属動詞単独では、複合過去において助動詞に AVERE を要求する。 
 
1. 先行研究 
 本稿では紙幅の都合上、本研究と関わりのより深い従属動詞を伴う場合の複合過去、条
件法、従属動詞のモダリティについて取り上げる。 
 
1.1. 従属動詞を伴う場合の複合過去 
1.1.1. 坂本(1979) 
イタリア語の文法について網羅的に記述している坂本(1979: 205)は、従属動詞 dovere、
potere、volere を伴う場合の様々な動詞における助動詞の選択について述べている。以下の
例文において、囲み線は助動詞、波線は従属動詞、下線は助動詞 ESSERE を要求する自動
詞を示しており、筆者が加えたものである。 
 
a. 従属動詞に続く不定詞の動詞を基準にして、他動詞もしくは助動詞に AVERE を用いる
自動詞ならば AVERE、ESSERE をとる自動詞ならば助動詞に ESSERE をとる。 
                                                        
1 verbi servili(従属動詞、補助動詞)、また verbi modali(法助動詞)とも呼ばれるが、イタリア語の助動詞
(essere, avere)との混乱を避けるため、統一して坂本(1979: 192)のこの用語を用いる。 
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(1) Abbiamo                                    dovuto                   comperare        quella          macchina. 
AVERE.AUX.IND.PRS.1SG               must.PTCP.PST          buy.INF                that.F.PL        car 
私たちはあの自動車を買わなければならなかった。(We had to buy that car.) 
(坂本 1979: 205) 
 
(2) Siamo                                       potuti                          partire         per   Bologna      col 
ESSERE.AUX.IND.PRS.1PL           can.PTCP.PST.M.PL           leave.INF       for    Bologna        with+DEF.M.SG  
treno    delle                due. 
train      of+DEF.F.PL        two 
私たちは 2 時の列車でボローニャに出発することができた。 
(We could leave for Bologna with the 2:00 train.) 
(坂本 1979: 205) 
 
b. 従属動詞に続く不定詞の動詞が ESSERE の自動詞であっても、特に従属動詞を強調する
場合であれば AVERE を使ってもよい。 
 
(3) Abbiamo                                   dovuto                      partire            per        Bologna. 
AVERE.AUX.IND.PRS.1PL              must.PTCP.PST             leave.INF          for         Bologna. 
私たちはボローニャに出発しなければならなかった。(We had to leave for Bologna.) 
(坂本 1979: 205) 
 
坂本(1979: 205)を参考に、従属動詞を伴う場合の複合過去の助動詞と、従属動詞を伴わ
ない場合の複合過去の助動詞とを比較しまとめたものが以下の表 1 である。 
 
表 1: 従属動詞の有無と複合過去の助動詞の比較 
 他動詞 自動詞 
(S=A) 
自動詞 
(S=O) 
essere/  
受動態  
再帰動詞などの 
再帰代名詞を伴う動詞 
前置 後置 
複合過去 avere avere essere essere essere avere 
従属動詞を伴う
複合過去 
avere avere essere  
avere 
avere essere avere 
(坂本 1979: 205 を参考に筆者作成) 
 
ここで注目に値するのは、S=O の自動詞(以下、非対格動詞)においては、従属動詞を伴
う複合過去で助動詞 ESSERE と AVERE のどちらも取りうることである。これは従属動詞
単体が助動詞 AVERE を要求することと関係しており、従属動詞の助動詞選択への影響が
考えられる。  
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1.1.2. 秋山(1957) 
秋山(1957)は従属動詞を伴う場合の助動詞選択において、助動詞 ESSERE の代わりに
AVERE が選択される可能性を示唆している。優れた作家などは語調や強調のために助動詞
AVERE を用いることがあり、これは不定詞よりも従属動詞を強調しているためだと考えら
れる。さらに近代イタリア語においては ESSERE を要求する一部の動詞で AVERE も用い
られていたと述べている。次に来る不定詞がコピュラ essere の時も、また stare「ある、い
る」、nascere「生まれる」、morire「死ぬ」などの時でも、従属動詞の複合時制の助動詞に
AVERE を用いるのはごく普通であるという。 
 
1.2. 従属動詞のモダリティ 
秋山(1957: 74-75)と Renzi et al.(2001: 522)は、従属動詞の dovere と potere の持つ複数の意
味をモダリティの観点から区別し説明している。 
 
表 2: 従属動詞としての dovere と potere の用法と意味 
 dovere potere 
義務的用法 
義務 
「ねばならない」、「べきである」 
可能 
「できる」 
認識的用法 
推量、期待 
「に違いない」、「はずである」 
推量 
「かもしれない」、「してもよい」 
(秋山 1957: 74 及び Renzi et al. 2001: 522 を基に筆者作成) 
 
2. 先行研究のまとめと問題点 
 先行研究では、本来ならば助動詞 ESSERE をとる自動詞(非対格動詞)は、従属動詞を伴
う場合の複合過去において規範的には助動詞 ESSERE が選択されるが、従属動詞を強調し
たい場合には助動詞 AVERE が選択されることがわかった。しかしながら、助動詞交替が
起こる場合の特徴について詳細な記述はなされていなかった。 
 
3. 調査 
3.1. 目的と調査方法 
本調査では、従属動詞を伴う複合過去における助動詞選択について、特に助動詞 ESSERE
の代わりに AVERE が選択される場合に、どのような特徴があるのかを考察する。 
調査には、COrpus di Riferimento dell’Italiano Scritto(以下 CORIS)を用いる。CORIS はボロ
ーニャ大学により作成された総語数約 1 億 3 千万語を扱う文語コーパスである。現代イタ
リア語の代表として選別された、典拠が明確かつ周期的に発行されている電子テクストか
ら成り立っており、組み込まれたモニターコーパスにより 3 年おきにアップデートされる。
この中には、1980, 90 年代の小説テクストを始めとし、現在までに発行された電子文献が
収録されている。文献のジャンルは新聞記事、小説、学術出版物、法律行政関連の出版物
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から、料理本や旅行本のような雑録、さらにパンフレットや取扱い説明書など短いテクス
トまで広く扱っている。また、このコーパスでは語を指定せずに品詞で検索することや、
語と語の間の距離を指定し検索することが出来る。 
まず助動詞に ESSERE を要求する自動詞の調査対象数を増やすため、池田他(編)(1999) 
の『伊和中辞典』を用いて助動詞 ESSERE を選択する自動詞を抜き出し、非対格の自動詞
リストを作成した2。 
本調査では、非対格の自動詞リスト中の自動詞が、3 つの従属動詞、AVERE と ESSERE
の 2 つの助動詞のそれぞれと共起する場合を検索し出現数を調べた。検索では、AVERE, 
ESSERE 共 に 活 用 に関 わ ら ず 該 当 する よう 設 定 す る ([pos=“V_AVERE”], [pos= 
“V_ESSERE”])。助動詞 AVERE で検索の場合、従属動詞は過去分詞形男性単数にする
(“potuto”, “dovuto”, “voluto”)。助動詞 ESSERE で検索する場合には、従属動詞の過去分詞形
は男女単複の計 4 パターンに語尾変化させ、それぞれの場合を検索する(“potuto”, “potuta”, 
“potuti”, “potute”の 4 パターン。dovere と volere も同様)。自動詞は不定詞の形で打ち込む。
さらに助動詞と従属動詞の間に副詞が置かれる場合を想定して、2 つの語の間に 1 語入る
ことができるよう設定した([]{0,1})。検索の結果、助動詞 AVERE と ESSERE の両方を選択
することが確認された動詞のうち、助動詞 AVERE の該当件数が上位 10 位の動詞の分析を
行う。 
 
3.2. 動詞の性質(移動、状態) 
上位 10 位の動詞は大きく 2 つのグループに分類することができる。1 つは「移動」を表
す動詞のグループ3であり、もう 1 つは「状態」を主に表す動詞グループ4である。 
表 3 中では AVERE の例文数の方が多いものに囲み線を付し、従属動詞ごとに結果の多
い助動詞の色を変えて示している。 
 
表 3: 移動動詞と状態動詞の調査結果  
移動動詞 
動詞 助動詞 potere dovere volere 計 
andare 
行く  
AV 89 77 66 232 
ES 111 157 41 309 
                                                        
2 その手順を以下に記す。まず、助動詞 ESSERE を選択すると明記してある(辞書中には[es]と表記)自動詞
を伊和中辞典の中から手作業で抜き出す。その際、自他動詞や助動詞 ESSERE / AVERE の両方があり得る
と記してある自動詞(辞書中には順不同で[es][av]と表記)は除外した。だが例外として、他動詞としての用
法は古語のみで用いられていたと記してある自動詞(辞書中に｟古｠と明記)、もしくは助動詞 AVERE の
選択が稀であり(辞書中に｟稀｠と明記)、ESSERE が選択される可能性が非常に高いと考えられる場合は、
その動詞を今回の調査対象の中に加えた。文語(辞書中の表記は｟文｠、以下同様)、地域語(｟地域｠)、
トスカーナ方言(｟トスカーナ｠)、イタリア中部方言(｟中伊｠)、詩語(｟詩｠)も加えることとした。上記
の方法に加えて Fogarasi(1983: 260)による ESSERE を用いる代表的自動詞のリストも参考にし、非対格の
自動詞リストを作成した。 
3 andare「行く」、tornare「戻る」、venire「来る」、entrare「入る」、uscire「出る」。空間的な位置の変化を
意味し、運動・行為を表す動詞である。 
4 diventare「～になる」、restare「とどまる」、rimanere「とどまる」、stare「いる、ある」、morire「死ぬ」。
主語の状態及び状態の変化を表す動詞である。 
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tornare* 
戻る 
AV 37 24 36 97 
ES 44 68 9 121 
venire 
来る 
AV 24 24 18 66 
ES 62 38 29 129 
entrare 
入る 
AV 31 11 23 66 
ES 38 20 13 75 
uscire 
出る  
AV 33 16 15 64 
ES 29 52 5 86 
 
状態動詞 
動詞 助動詞 potere dovere volere 計 
diventare 
～になる 
AV 45 16 30 91 
ES 65 15 3 83 
restare 
とどまる  
AV 33 32 24 89 
ES 12 24 7 57 
rimanere 
とどまる 
AV 28 25 18 71 
ES 15 35 6 56 
morire 
死ぬ 
AV 23 22 20 65 
ES 14 8 0 22 
stare 
いる、ある  
AV 26 31 6 63 
ES 7 7 2 16 
(数字は例文数) 
 
移動動詞と状態動詞を比較すると、まず移動動詞は概して助動詞 ESSERE をとっている
例文数が多いことがわかる。しかし従属動詞 volere の場合では助動詞 AVERE の例文数の
方が多くなる傾向がある。 
状態動詞は概して助動詞 AVERE の例文数が多い。動詞 restare「とどまる」、morire「死
ぬ」、stare「いる、ある」は全ての従属動詞において助動詞 AVERE の例文数の方が多い結
果となった。 
 
3.3. 条件法 
コーパス調査の結果、助動詞 AVERE 及び ESSERE の活用形が条件法5であり、過去分詞
形の従属動詞との組み合わせにより複合時制の条件法過去形をなしている例が多く見られ
た。以下の表 4 は動詞と条件法過去の該当数とその割合を出したものである。それぞれの
従属動詞の列の数字は、条件法過去の例文数 / 全体の例文数となっており、条件法過去の
                                                        
5 坂本(1979: 258-264)によると、条件法とはある動作・状態が事実に反する(かもしれない)仮定条件におい
て、起こる可能性がある、もしくは起こる可能性があった事柄を示す叙法であると述べている。 
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割合(%)は条件法過去の数÷全体数×100 で算出した。 
 
表 4: 移動動詞と状態動詞における条件法の出現頻度 
移動動詞 
 助動詞 potere 割合(%) dovere 割合(%) volere 割合(%) 
andare 
行く 
AV 77/89 86.5% 57/77 74.0% 35/66 53.0% 
ES 89/111 80.2% 92/134 68.7% 12/41 29.3% 
tornare 
戻る 
AV 25/37 67.6% 15/24 62.5% 23/36 63.9% 
ES 31/44 70.5% 36/68 52.9% 2/9 22.2% 
venire 
来る 
AV 14/24 58.3% 16/24 66.7% 5/18 38.9% 
ES 28/62 45.2% 29/38 76.3% 2/29 6.9% 
entrare 
入る 
AV 17/31 54.8% 9/11 81.8% 7/23 30.4% 
ES 21/38 55.3% 15/20 75.0% 1/13 7.7% 
uscire 
出る 
AV 26/33 78.8% 12/16 75.0% 5/14 35.7% 
ES 18/29 62.1% 26/52 50.0% 1/5 20.0% 
平均 AV  69.2%  72.0%  44.4% 
ES  62.7%  64.6%  17.2% 
 
状態動詞 
 助動詞 potere 割合(%) dovere 割合(%) volere 割合(%) 
diventare 
～になる 
AV 41/45 91.1% 13/16 81.3% 16/30 53.3% 
ES 62/65 95.4% 14/15 93.3% 1/3 33.3% 
restare 
とどまる 
AV 23/33 69.7% 25/32 78.1% 13/24 54.2% 
ES 8/12 66.7% 17/24 70.8% 3/7 42.9% 
rimanere 
とどまる 
AV 23/28 82.1% 17/25 68.0% 6/18 33.3% 
ES 10/15 66.7% 26/35 74.3% 1/6 16.7% 
morire 
死ぬ 
AV 22/23 95.7% 12/22 54.5% 14/20 70.0% 
ES 14/14 100.0% 5/8 62.5% 0/0 0% 
stare 
ある、いる 
AV 19/26 73.1% 25/31 80.6% 3/6 50.0% 
ES 3/7 42.9% 1/7 14.3% 1/2 50.0% 
平均 AV  82.3%  72.5%  52.2% 
ES  74.3%  63.0%  28.6% 
 
＜従属動詞 potere, dovere と条件法の共起＞ 
移動動詞と状態動詞の両方において、従属動詞 potere, dovere と条件法の共起率が高いこ
とがわかる。対して volere においては条件法の出現率は低い。  
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条件法が従属動詞potere, dovereを伴う過去とともに多く現れる理由として考えられるの
は、従属動詞の持つ意味との対比である。条件法は 3.3.節の脚注 5 で見たように、「起こる
可能性がある、もしくは起こる可能性があった事柄を示す叙法」であり、実現したかどう
かわからないというニュアンスを含有している。一方で従属動詞 potere と dovere には義務
的意味があり、それぞれ「できる」「～しなければならない」という意味を持っていること
を 1.2.節の助動詞のモダリティで確認した。これは客観的立場からの一種の要求や期待を
表すにもかかわらず、条件法が用いられることでその動作が実現したかどうかわからない
(もしくは実現しなかった)という対比が現れる。この対比を表すために従属動詞 potere, 
dovere において条件法が頻出したと考える。 
 
＜助動詞 AVERE と条件法の共起＞ 
条件法と助動詞選択については、従属動詞 potere と dovere ではわずかに助動詞 AVERE
の方が条件法の割合が高い傾向にある。対して volere では、全ての動詞において条件法を
使う割合は助動詞 AVERE の方が高い。インフォーマント6からは、条件法過去であるため
助動詞が AVERE でも容認できるという意見をいただいた。 
条件法と従属動詞の意味の対比が、助動詞選択にも影響を与えていると考える。条件法
が用いられることで非対格動詞よりも従属動詞に意味の焦点が当てられるため、条件法と
助動詞 AVERE の共起率が比較的高くなっていると考える。 
 
4. 考察 
本稿の調査結果のうち、助動詞選択に関する考察を以下に述べる。 
まず AVERE を選択する例文を多く得ることができた。先行研究及び規範文法では基本
的に ESSERE をとるとする立場がほとんどであり、AVERE が ESSERE よりも高い割合で
出現する可能性があると記述してある先行研究は、1.1.2.節で扱った秋山(1957)以外に見当
たらなかった。本稿の調査結果から、従属動詞を伴う場合の過去における助動詞に AVERE
が選好される場合があることが明らかになった。その要因は大きく分けて動詞の性質と従
属動詞の 2 つであると考える。 
 
＜動詞の性質と助動詞選択＞ 
従属動詞 potere, dovere において、移動動詞は助動詞 ESSERE を選択する割合が高く、対
して状態動詞は助動詞 AVERE を選択する割合が高い傾向がある。 
 
＜従属動詞と助動詞選択＞ 
助動詞選択に直接的な影響を与えているのは従属動詞であると考える。従属動詞には義
務的及び認識的モダリティなどがあり、話者がそれらを強調したい場合やそれらに焦点が
                                                        
6 インフォーマントは 2 人。1 人は 1994 年生まれで、言語形成期を出生地であるイタリア中部ウンブリア
州の Montefalco で過ごした。もう 1 人は 1993 年生まれで、言語形成期をイタリア中部ラツィオ州の
Montefiascone で過ごしている。 
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当てられる場合に、従属動詞の要求する助動詞 AVERE が選択されやすいと考える。 
助動詞 AVERE を用いる例文で条件法が多く出現したことは、その端的な例であるとい
えよう。特に従属動詞 potere と dovere の義務的意味(potere「できる」、dovere「～しなけれ
ばならない」)は、条件法の内包する実現不確実なニュアンスとともに用いられることで、
意味の対比が効果的に表される。この場合、従属動詞に焦点が当てられているといえる。 
従属動詞 volere については、本動詞が移動動詞と状態動詞のどちらの場合においても助
動詞AVEREがESSEREの例文数を上回る結果となった。この理由として考えられるのは、
従属動詞 volere「～したい」が意志や願望を表しており、その意志に話者の焦点が置かれ
ていることである。そのため従属動詞 volere の要求する助動詞として AVERE が選択され
やすいといえる。 
 
5. おわりに 
本稿の調査では、従属動詞を用いる場合の非対格動詞における助動詞 AVERE の出現確
認といくつかの要因の考察を行った。今後は、その明確な使い分けや出現の決定的な条件
を分析すること、また移動動詞と状態動詞で選好される助動詞が異なっている要因を分析
する必要がある。イタリア語の多岐にわたる方言差と年代差を考慮に入れ、社会言語学的
観点からの調査を進めることが必要である。それと同時に、歴史的観点から助動詞選択の
変遷をたどり、通時的な調査を進めることも必要であると考える。 
 
略号一覧 
1 1st person 1 人称 / AUX auxiliary 助動詞 / DEF definite 定 / F feminine 女性 / IND indicative 
直説法 / INF infinitive 不定形 / M masculine 男性 / PL plural 複数 / PRS present 現在 / PST 
past 過去 / PTCP participle 分詞 / SG singular 単数 / + fusion 融合 
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